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本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載） 

   取組目標 成果目標 評価 
関係者

評価 
成果と課題 

【
育
む
】 

〇幼児児童生徒一人一
人に応じた「個別最
適な学び」と「協同
的な学び」の一体的
な充実。 

 

〇チーム研修を中心に、幼児児
童生徒の日々のあらわれや事
後研から授業や指導の改善に
つなげることができた。 

Ａ Ａ 

一人１授業公開が授業
改善につながってい
る。継続し改善に努め
てほしい。 

〇学年学部を超えた活動や他校
との交流、外部講師の活用を
通して多様な他者と学び合う
場面を設定することができ
た。 

Ａ Ａ 

西豊田小、静岡南部特
支との交流が盛んでと
ても良い。 

〇授業や日々の指導の中で個別
のニーズに応じた情報機器の
活用をすることができた。 

Ｂ Ｂ 

障害に適した情報機器
の活用を継続してほし
い。 

〇点字図書、拡大図書、電子書
籍、触る絵本など視覚専門の
図書を、幼児児童生徒が親し
む場面を設定したり、指導に
活用したりすることができ
た。 

Ａ Ａ 

点字図書、拡大図書が
豊富にあり、活用でき
ている。引き続き図書
に触れ合う機会の確保
に努めてほしい。 

〇教職員の専門性維
持・継承。 

〇ニーズに応じた新任研修や学
習会が企画・運営されること
により教職員の専門性が向上
した。 

Ａ Ａ 

専門性の向上により
個々のニーズに対応で
きていてとても良い。 

〇幼児児童生徒が自己
の将来をデザインす
るキャリア教育推
進。 

〇幼児児童生徒のキャリア形成

を見据え、目標を立てたり振り

返ったりすることができた。 
Ａ Ｂ 

概ね良い。 

〇面談の際にキャリア・パスポ
ートを提示して検討すること
ができた。 Ｃ Ｂ 

パスポートの内容につ
いて、保護者との情報
共有を十分行ってほし
い。 

〇生涯にわたって健や
かに生きるための健
康づくりの推進。 

〇日々の生活や学習の中で食の
話題を取り上げたり、授業に
関連させたりしながら幼児児
童生徒の食への興味関心を広
げることができた。 

Ａ Ａ 

触覚、嗅覚を刺激する
ような食材に触れるイ
ベントがとても良い。
継続してほしい。 

【
守
る
】 

〇幼児児童生徒の個性
を尊重し、互いの良
さを認め合うウェル
ビーイングの高い学
校づくり。 

〇人権研修会や人権感覚チェッ
クを実施し、人権感覚の向上
を意識することができた。 

Ａ Ａ 
概ね良い。 

〇人権教育年間指導計画に基づ
き、教育活動全体を通じて人
権教育を行うことができた。 

Ａ Ａ 

概ね良い。 

〇幼児児童生徒が安全
で安心して生き生き
と学習できる環境整
備。 

〇緊急時の対応を把握し、教職
員間で連携して適切に対応す
ることができている。 

 
Ａ Ａ 

訓練が大切。マニュア
ルが多すぎると混乱を
招くこともある。共通
理解に努めてほしい。 



   取組目標 成果目標 評価 
関係者

評価 
成果と課題 

〇アイマスクや弱視レンズでの
シミュレーションを通して校
内環境について考え、整備や
見直しをすることができた。 

 

Ａ Ａ 

今後も幼児児童生徒の

目線に立った環境整備

を進めてほしい。 

〇避難訓練や防災研修を通し
て、発災時における自身の役
割を理解し、行動できた。 Ａ Ａ 

いざという時、だれが
何をするか？共通理解
に努めてほしい。 

【
つ
な
が
る
】 

〇超早期から成人まで
切れ目のない連携支
援体制の充実。 

〇関係機関と連携し相談者のニ
ーズに応じた支援活動ができ
た。 

Ａ Ａ 

仮移転により、今まで
とは違った関係作りが
できていて良い。継続
してほしい。 

〇視覚障害教育の理解推進に向
けて関係機関への訪問や地域
への情報発信ができた。 

Ａ Ａ 

概ね良い。 

〇幼児児童生徒や保護者が支援
に係る関係機関とその役割が
分かり、適切につながってい
る。 

Ａ Ａ 

概ね良い。 

〇チームで業務に取り
組む効果的で心理的
安全性の高い環境の
維持向上。 

〇同僚や保護者、関係機関など
の個性や立場の違いを認め合
い、尊重したかかわりができ
た。 

Ａ Ｂ 

人権感覚チェックリスト
で気になる結果がある。
原因究明と対策に取り 
組んでほしい。 

〇会議や業務を計画的に進めた
り、ノー会議デイを活用した
りすることで、授業や指導に
関わる業務の時間を確保する
ことができた。 

Ａ Ａ 

概ね良い。 

〇地域や家庭、関係機
関との連携・協働体
制による地域ぐるみ
の教育の推進。 

〇地域資源を活用して幼児児童
生徒の経験をひろげたり、学
びを深めたりすることができ
た。 

Ａ Ａ 

自治会とも交流できと
ても良い。さらに、交
流を進めることで、高
齢者と学校の関係を深
めてほしい。 

〇地域の人材を活用して研修
し、教職員としての資質向上
に繋げることができた。 Ａ Ａ 

学校から希望があれ
ば、自治会にオファー
を出すなど、さらなる
人材活用を進めてほし
い。 

〇幼児児童生徒や保護者のニー
ズを把握し、必要とする進路
や支援の情報を提供すること
ができた。 

Ａ Ａ 

学校全体を見渡せるよ
うに、自分の子供の情
報以外も共有できるよ
うに努めてほしい。 

〇よりよい教育の在り方や地域
のニーズについて学校運営協
議会委員や静岡南部特別支援
学校と共有し実現に向けて協
働することができた。 

Ａ Ａ 

静岡南部特支との交流
が充実しているため、
新校舎に戻っても継続
してほしい。 

〇新校開校を見据えた
視覚障害教育の持続
と包括的な共生を意
識した学校づくり。 

〇新校のより良い学校環境づく
りについて県教委や静岡北特
別支援学校等と協働するとと
もに教職員が知的障害教育等
について理解を深めることが
できた。 

Ｂ Ｂ 

幼児児童生徒の得意な
ところは地域の力とな
り、不得意なところは
地域が支援するという
関係を築いてほしい。 


